
 

 

● 2 月 17 日(金) 18：30～20:30  

2 月定例研究会 於：県評会議室 

● 3 月 16 日(金) 18：30～20:30  

3 月定例研究会 於：県評会議室 

● 3 月 19 日（月）18:30～20：30 
第 49 回理事会 於：県評会議室 

● 4 月 14 日（土）13:30～16：30 

春のシンポジウム 於：静岡労政会館 

★ブックレット「これだけは必要だ！静岡県の

最低生計費」の内容をもとに、中澤主任研究員

から「最低生計費の実現に向けて」と題して、

報告頂きました。最低生計費で明らかになった

「支出」をまかなうため、「収入」である賃金と合

わせ、以下のような社会保障を充実させることに

よって、生計費を実現していくことの重要性が指

摘されました。 
（1）所得保障 
①年金保険：最低保障年金を確立すること。この

際、事業主負担を現在の「保険料」から「拠出金」

に改め、事業規模に応じた額を納めるようにする。 
②雇用保険：失業給付の給付率や受給日数の引き

上げを図るとともに、もっと利用しやすくする。 
生活保護については、稼動世帯が受給しやすい

制度に改め、保護基準を引き上げる。 
③家族手当：子ども手当については、選別性の

ない手当を継続・拡充していくべき。 

（2）医療・サービス保障 
①医療保険サービス：国庫負担の増額による医

療保険制度の充実を図る。所得や働き方に関係

なく、最高水準の医療にアクセスできるよう、

窓口負担の無料化・軽減化を進める。 
②福祉サービス：児童・老人・障害者などの福

祉サービスについては、所得に応じたサービス

から、国や地方の公的責任で提供する形に戻す。 
（3）公共的な生活基盤 
①居住保障：低廉な家賃で入居できる公的住宅

の供給、住宅手当などの措置を、単身者を含め

た全世帯に広げる。 
②教育保障：教育機会の平等を図るため、高等教

育の無償化・低廉化、貸与型ではなく給付型の奨

学金を充実させる。 
③生活基盤の整備：電気・水道・交通・通信・ス

ポーツ施設などの生活基盤を整備し、無料・低料

金で利用できるようにすること。 

 現在、正規・非正規を問わず、長時間勤務や過

重な仕事を強いられている実態があります。その

ため、昨年から労働時間調査のアンケート内容を

検討し、最終版としてまとめました。 
今後、身近な人や相談活動に来た人を対象に、

労働時間を調査して、労働条件の改善のために生

かしていく予定です。 
また今後のテーマとして、女性の働き方や産業

空洞化などが議論されました。 
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◎第 75 回 定例研究会  1 月 20 日(金)  於：静岡県評会議室 

社会保障のあるべき姿を提示 

◎第 42 回 浜松支所 所員会議  1 月 26 日（木） 於：西部地区労連 

労働時間アンケート調査の内容を検討 

【今 後 の日 程 】 


